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    8　新 ALT あいさつ
    9    災害時要援護者支援制度
　　　／町民体育祭結果
  10   保健センターだより
  11    芦北に残る文化遺産
　　／景さんの芦北チョアチョア記

◎もくじ（2012 年９月号）
　2　芦北町の選手大活躍
　4　まちのわだい
　6　芦北町地球温暖化対策実行
　　   計画進捗状況を公表
　7　熊本県被爆二世健康診断
　　　／防災行政無線受信機の確認

  12    お知らせ
  14    警察署／消防署／編集後記
  15    書道・短歌／出生・おくやみ
  16　陸上自衛隊第８音楽隊演奏会
　　　／久保田巧バイオリン演奏会
　　　／美術館だより／湯の香ぎゃらりー

突然の雨でも
元気いっぱい

湯浦保育所の園児たち



広報あしきた　23　広報あしきた

全
国
優
勝
お
め
で
と
う

　

東
京
武
道
館
で
８
月
25
日
、
26
日
に
開

催
さ
れ
た
第
12
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手

道
選
手
権
大
会
に
熊
本
県
代
表
と
し
て
出

場
し
た
田
村
響
く
ん
（
佐
敷
小
６
年
）
が

見
事
優
勝
、
釡
つ
ば
さ
さ
ん
（
佐
敷
小
３

年
）
は
準
優
勝
で
し
た
。

　

田
村
く
ん
は
小
学
１
年
生
の
時
か
ら
毎

年
全
国
大
会
に
出
場
し
て
お
り
、
３
年
生

で
３
位
、
４
年
生
の
時
に
は
準
優
勝
す
る

な
ど
好
成
績
を
残
し
て
い
ま
し
た
が
、
優

勝
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
小

学
生
最
後
の
大
会
と
な
る
今
大
会
で
つ
い

に
念
願
の
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
田

村
く
ん
は
「
初
優
勝
は
と
て
も
う
れ
し
い

で
す
。
中
学
校
で
は
１
年
生
で
全
国
中
学

生
空
手
道
選
手
権
大
会
に
行
け
る
よ
う
頑

張
り
た
い
で
す
」
と
今
後
の
目
標
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
ベ
ス
ト
８
か
ら
準
優
勝
へ
と
躍

進
し
た
釡
さ
ん
は
「
決
勝
で
負
け
た
の
は

悔
し
か
っ
た
で
す
。
来
年
は
優
勝
し
た
い

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
練
習
を
た
く
さ
ん

頑
張
り
ま
す
」
と
話
し
、
練
習
に
励
ん
で

い
ま
し
た
。

芦北町の選手大活躍

全
国
高
等
学
校
定
時
制

通
信
制
体
育
大
会

剣
道
個
人
男
子　

第
３
位

九
州
中
学
校
体
育
大
会
空
手
道
競
技
大
会

男
子
団
体
組
手　

優
勝

KU
M
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O

 W
O

RLD
 M

O
RN

IN
G CU

P

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ
ブ
ル
ス

30
〜
35
歳
の
部　

優
勝

女
子
団
体
組
手　

第
３
位

６
年
男
子
組
手　

優
勝

九
州
小
学
生
体
操
大
会　

準
優
勝

全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会

福
田 

大
地 

さ
ん
（
大
野
）

湯
浦
中

佐
敷
中

田
村
響ひ
び
き 

く
ん

引
地　

恵
め
ぐ
み  

さ
ん
（
花
岡
西
）

Ｊ
Ｋ
Ａ
Jr.
新
体
操
ク
ラ
ブ
Ａ
チ
ー
ム

邑
上
颯は

や
てく

ん（
芦
北
）、大
室
裕ゆ

う
じ慈

く
ん

（
向
町
）、木
下
大た

い
が雅

く
ん（
花
岡
東
）、岩

永
果か
だ
い大

く
ん（
本
町
）、川
口
大だ

い
す
け輔

く
ん

（
花
岡
西
）、今
村
亮り

ょ
う
す
け

介
く
ん（
本
町
）

鬼
塚
遼り

ょ
う
た汰

く
ん（
宮
崎
、３
年
）、釜
拓た

く
や冶

く
ん（
女
島
西
、２
年
）、鬼
塚
大だ

い
き輝

く
ん

（
宮
崎
、１
年
）

岩
下
る
か
さ
ん
（
向
町
、３
年
）、宮
本

彩あ
や
か加

さ
ん（
花
岡
西
、２
年
）、山
本
真ま

ほ帆

さ
ん（
花
岡
西
、１
年
）

▲左から大室くん、川口くん、岩永くん、木下くん、邑上
　くん、今村くん

（
花
岡
西
）

　

日
本
武
道
館
で
８
月
６
日
に
開
催
さ
れ

た
第
43
回
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制

体
育
大
会
に
出
場
し
た
福
田
大
地
さ
ん

（
水
俣
高
校
定
時
制
２
年
）
が
初
出
場
で

３
位
と
な
り
ま
し
た
。
福
田
さ
ん
は
「
平

日
は
一
般
の
人
た
ち
の
稽
古
に
混
じ
っ
て

週
２
日
練
習
し
、
土
日
は
昼
間
に
高
校
で

練
習
し
て
い
ま
し
た
。
初
の
全
国
大
会

だ
っ
た
け
れ
ど
、
限
ら
れ
た
練
習
時
間
で

集
中
し
て
練
習
し
て
き
た
成
果
が
出
て
、

う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

平
成
24
年
度
九
州
中
学
校
体
育
大
会
空

手
道
競
技
大
会
が
佐
賀
県
総
合
体
育
館
で

８
月
４
日
、
５
日
に
開
催
さ
れ
、
団
体
組

手
、
団
体
形
に
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た

湯
浦
中
男
子
が
団
体
組
手
で
初
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子
団
体
組
手
に
出

場
し
た
佐
敷
中
は
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

湯
浦
中
男
子
主
将
の
鬼
塚
遼
汰
く
ん
は

「
３
人
が
力
を
合
わ
せ
て
勝
ち
取
っ
た
優

勝
な
の
で
う
れ
し
い
で
す
。
個
人
的
に
公

式
戦
最
後
の
大
会
だ
っ
た
の
で
よ
い
結
果

が
残
せ
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
優
勝
旗
を

誇
ら
し
げ
に
抱
え
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

佐
敷
中
女
子
主
将
の
岩
下
さ
ん
は
「
優
勝

を
狙
っ
て
た
け
ど
３
位
と
い
う
結
果
で
悔

し
い
で
す
。
で
も
３
人
で
力
を
合
わ
せ
て

楽
し
く
試
合
が
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
で

す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

15
カ
国
の
代
表
選
手
が
参
加
し
行
わ
れ

た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
国
際
親
善
大
会
が
７

月
13
日
〜
15
日
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
引
地
恵
さ
ん（
写
真
右
）は
パ
ー

ト
ナ
ー
の
松
隈
美
千
穂
さ
ん
（
熊
本
市
）

と
日
本
代
表
と
し
て
女
子
ダ
ブ
ル
ス
30
〜

35
歳
の
部
に
出
場
し
、
優
勝
し
ま
し
た
。

　

引
地
さ
ん
は
「
海
外
の
大
会
で
初
め
て

優
勝
し
た
の
で
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
大
会
に
出

ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
優
勝
の
喜

び
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

長
崎
県
立
総
合
体
育
館
で
８
月
27
日
、
28

日
に
行
わ
れ
た
本
大
会
で
、
佐
敷
小
５
年
生

で
結
成
し
た
Ｊ
Ｋ
Ａ
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
ク
ラ

ブ
A
チ
ー
ム
が
、
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
木
下
く
ん
は
「
３
連
覇

の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
っ
た
け
ど
、
全
力
は

出
せ
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
実
力
は
ま
だ
ま

だ
。
来
年
の
優
勝
を
目
指
し
練
習
を
頑
張
り

ま
す
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

３
年
女
子
組
手　

準
優
勝

釡
つ
ば
さ  

さ
ん
（
花
岡
西
）

ロンドン五輪で銀メダルを獲得した藤井瑞希さんに続けとばかりに芦北町の選手たちが
活躍しています。選手の皆さんおめでとうございます。

▲初優勝を飾った湯浦中（左から鬼塚遼汰くん、鬼塚大輝
　くん、釜拓冶くん）

田村響くん釡つばささん

▲３位の佐敷中（左から宮本彩加さん、岩下るかさん、
　山本真帆さん）
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ま ち の わ だ いま ち の わ だ い

　芦北ロータリークラブは８月６日、三ツ島の一つ
木島の清掃を行いました。芦北ロータリークラブは
約 20年前からこの三ツ島の清掃活動をしています。
　才塚孝和会長は「ここにキャンプに来る人たちが
気持ちよく過ごせるように毎年清掃を頑張っていま
す」と話してくれました。この日は参加者 20 人が、
瀬渡船で木島に渡り、海岸に打ち上げられた流木な
どの漂流物の回収と草刈り作業を行いました。芦北
ロータリークラブは今年で結成 40 周年、現在の会
員数は 25 人です。この三ツ島清掃の他にも町内の
桜の手入れ（てんぐ巣病駆除）を行っています。

　夏休み最後の週末の８月 24 日、芦北町子ども体
験学習（科学体験）を行いました。今年は町内の小
学校４年生以上の 30 人が参加し、福岡県青少年科
学館で科学の実験やプラネタリウムでの天体観測な
どの説明を受け学習しました。参加した子どもたち
は、スペースシャトルに乗って宇宙での船外活動を
行う疑似体験や放電実験装置を使って 100 万ボル
トの雷を発生させ、光の強さや音の大きさを体感し
ました。また、プラネタリウムでは、その日見える
星座の説明を受けました。子どもたちは、夏休み最
後の思い出づくりができました。

20 年に渡り三ツ島を清掃夏休みに科学を学ぼう

漂着している木片などのごみを集めました福岡県青少年科学館前で記念撮影する参加者

海釣りランドで釣りを楽しむ親子連れ「１００」とかたどられた手作りケーキを前に笑顔
で１００歳を迎える伊津野さん（右）

　御立岬の「海釣りランド」が、老朽化していた桟
橋を改修して、７月 28 日にリニューアルオープン
しました。この「海釣りランド」は岬から長く突き
出した桟橋と浮き桟橋が特長で、防波堤など陸地か
ら釣るよりも大物が釣れたり、小さな子ども連れで
も安全に釣りができることから、以前から多くの釣
り客でにぎわっており、30cm オーバーのチヌやボ
ラ、ガラカブ、アジゴなどが釣れます。営業時間は
午前８時から午後５時、料金は大人 700 円、子ども
300 円、見学料 300 円（子ども 200 円）、貸しざおセッ
ト（釣り料金・えさ込み）1,500 円（子ども 1,100 円）
です。定休日は水曜日（９月は定休日なし）。

　８月 21 日に伊津野セツ子さん（湯浦南）が、
１００歳の誕生日を迎えました。誕生日前日の８月
20 日、藤崎副町長から慶祝金が渡されました。今
年の４月からきずなの里のデイサービスに週２日
通っており、この日はきずなの里の職員が手作り
ケーキやくす玉を準備してデイサービスの利用者と
伊津野さんの誕生日を祝いました。伊津野さんは「本
日は、大勢の人にお越しいただき、お祝いしてもら
いありがとうございます。今後も元気で過ごしたい
と思いますのでよろしくお願いします」とあいさつ
しました。長生きの秘訣は「食べ物の好き嫌いをせ
ず、お腹いっぱい食べないことと早寝早起きをする
ことです」と話してくれました。

　まだまだ強い日差しが残る８月 26 日、第 29 回
熊本県消防操法大会が天草市本渡町の大矢崎緑地公
園特設会場で行われました。大会は２年ごとに行わ
れ、県内の 23 消防協会支部の代表が出場します。
今大会は、ポンプ車の部 12 チーム、小型ポンプの
部 28 チームが出場しました。芦北町からは葦北郡
代表として、ポンプ車の部に機動分団（芦北町役場）、
小型ポンプの部に第７分団（丸山、米田、高岡、古
石、豊岡、大川内）が出場しました。
　両分団ともに優勝目指して日々練習に励み、大会
に臨みました。健闘しましたが、結果は、機動分団
は５位、第７分団は７位でした。　

火点めがけて放水する第７分団の選手

佐敷城跡で救助訓練

　「佐敷城跡最上部で足を滑らせ 15m 下まで滑落
し、けいつい損傷、全身打撲」という想定で芦北消
防署と熊本県防災消防航空隊との合同訓練が８月
21 日に佐敷城跡で行われました。消防車両が侵入
困難なため、消防署員が県防災ヘリを要請。現場に
駆け付けた消防署員が、滑落した人を引き上げ、ヘ
リの到着を待って、防災ヘリに収容し、地域間交流
スポーツグラウンドへ搬送しました。
　野添昭二署長は「佐敷城跡で訓練するのは初めて
です。いざという時に安全かつ確実、迅速に住民を
救助できるよう訓練を重ね経験を積むことが重要」
と訓練終了後に話してくれました。

滑落した人を消防署員が救助し、ヘリで搬送。低空飛
行で負傷者をヘリに収容しました

入賞ならずとも健闘

祝１００歳　伊津野 セツ子さん
御立岬　海釣りランド
リニューアルオープン
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　各家庭に設置してある防災行政無線の放送の
途切れや雑音の発生など、受信状態の良くない
世帯が一部に見受けられます。受信状態が良く
ない場合は、一度電源スイッチを下げオフにし
て、再びスイッチを上げて電源をオンにしてく
ださい。それでも改善できない場合は、器具な
どの調整を行いますので、役場総務課までご連
絡ください。
　また、１年に１回は乾電池の交換を行い、ア
ンテナや本体のほこりを取り除いてください。

もしもの時のために確認をお願いします

乾電池収納箇所

電
源
ス
イ
ッ
チ

※乾電池は、各家庭で準備してください。 ＊問い合わせ先
　総務課防災交通係 ☎（８２）２５１１（内線２１８）

防災行政無線受信機

▼
対
象
者　

実
父
・
実
母
の
ど
ち
ら
か
が

被
爆
者
で
、
熊
本
県
内
に
居
住
し
て
い
る

二
世
の
人
。
た
だ
し
、  

受
診
希
望
者
が

多
数
の
場
合
、
未
受
診
の
人
、
異
常
を
訴

え
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

▼
受
診
料　

無
料

▼
検
査
内
容　

①
視
診
、
問
診
、
聴
診
、

打
診
お
よ
び
触
診
に
よ
る
検
査 

②
血
液

検
査
（
医
師
が
必
要
と
認
め
た
人
）
③
尿

検
査 

④
血
圧
測
定 

⑤
肝
臓
機
能
検
査

※
検
査
の
結
果
、
さ
ら
に
必
要
と
な
っ
た

検
査
や
治
療
に
対
す
る
助
成
は
あ
り
ま
せ

ん
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

事
前
予
約
制
で
す
。
受
診
を
希
望
す
る

実
施
機
関
の
所
在
地
の
保
健
所
に
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

10
月
９
日
（
火
）

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
１
０

  

平
成
24
年
度

  

熊
本
県
被
爆
二
世
健
康
診
断
を
行
い
ま
す

実施機関 実施日 健診当日の
受付時間 申込先

熊本県総合保健センター
（熊本市東区東町 4-11-1）

11 月５日（月）
11 月６日（火）

  午後１時
　〜午後２時

県庁健康づくり推進課
096 − 333 − 2210

健康保険八代総合病院
（八代市松江城町２-26） 11 月 15 日（木）  午前９時 30 分

　〜午前 10 時
八代保健所
0965 − 33 − 3229

健康保険人吉総合病院
（人吉市老神町 35） 11 月 20 日（火）   午後１時

　〜午後１時 30 分
人吉保健所
0966 − 22 − 3107

▼場所・日時

　防災行政無線は、緊急時に気象情報や災害情
報などを迅速に町民の皆さんへ伝える手段とし
て、町内に設置している屋外のスピーカーや各

家庭に設置している受信機から情報を伝達する
ためのシステムです。なお、平常時には町から
のお知らせなどを発信しています。

▲庁舎にはゴーヤと朝顔でカーテンをつくりました

　平成 23 年度において、芦北町の町有施設などか
ら排出された二酸化炭素の量は、241 万 6,322kg で
した。基準年である平成 17 年の 283 万 4,024kg と比
較して 14.7％削減、平成 22 年度と比較しても 14 万
987kg、5.5％の削減となりました。削減に対する主
な取組は以下のとおりです。

１　昼休みの不要な電灯の消灯　
　　
２　冷暖房の適正温度の徹底（冷房 28℃、暖房 19℃）

３　グリーンカーテン
　　役場庁舎窓際に遮光のためのゴーヤなどを植栽し、夏場
　の冷房効率を高めることができました。

４　ハイブリッド車の積極的な使用
　　　出張では、公用車のハイブリッド車を積極的に使用し、
　　ガソリン消費量の軽減に努めました。

５　クールビズ・ウォームビズ
　　　庁舎内の冷暖房抑制のため、導入しました。

　その他、「くまもとライトダウンキャンペーン２０１１」
の呼びかけや、グリーンカーテンコンテストを実施するなど
町全体での取り組みも合わせて行いました。

芦北町地球温暖化対策実行計画
進捗状況を公表します
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二酸化炭素排出量の推移

▲冷房は 28℃設定

▲長距離の出張では燃費の良い
　ハイブリッド車を利用

＊問い合わせ先　
　住民生活課環境対策室
　☎（８２）２５１１（内線１４７）

　芦北町の町有施設で使用しているエネル
ギーは、電力、ガソリン、軽油、プロパン、
重油、灯油、浄化槽です。ほとんどのエネル
ギーにおいて前年より使用量、二酸化炭素排
出量は減少しています。



上
選
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

登
録
台
帳
に
載
せ
る
こ
と
へ
の
同
意
が
必

要
で
す
。
登
録
す
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に
、
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援
の
た
め

に
必
要
な
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人
情
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を
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の
関
係
部
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、
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、
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域
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な
ど
へ
提
供
す

る
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に
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意
し
て
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た
だ
き
ま
す
。
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芦北町の皆さん はじめまして

　８月２日から２年間、芦北町の新 ALT（英語
指導助手）として勤務するトーマス先生です。
田浦小・田浦中・大野中で活動します。

　ジェニファー先生も８月２日から２年間、芦
北町の新 ALT として勤務します。佐敷小・大
野小・湯浦中で活動します。

　HELLO ！　私は、トーマスです。トムと呼んで
ください。28 歳です。私はイギリスのチェスター
フィールドというところから来ました。チェスター
フィールドはマンチェスターとシェフィールド近く
でイギリスの中心部に位置しています。私はレス
ター大学で映画とビジュアルアートを学び、2005
年に卒業しました。それ以来、私は、データ保護管
理者として英国の国営医療制度に６年間取り組んで
きました。
　私は音楽を聴くのが大好きで、ピアノを弾いてい
ました。また、映画鑑賞も大好きです。日本の映画
を観るのを楽しみにしています。読書も好きです。

ジャンルは小説も好きですが、小説だけでなく、事
実に基づいた本（ノンフィクション）も好きです。
現在、村上春樹の「ノルウェイの森」とスティーブ
ンホーキングの「時間の歴史」を読んでいます。体
を動かすことも好きです。上手ではありませんが、
サッカーをして走ったり遊んだりするのも大好きで
す。イギリスでは見られない日本の伝統的なスポー
ツ、「相撲」を試してみたいと思っています。日本
に来る前、私は日本の食べ物は食べたことがありま
せんでしたが、日本に来て、いろんな種類の日本食
を食べました。日本食はどれもおいしいですね。特
にラーメンが私のお気に入りです。
　芦北での生活はまだ短いですが、すでに芦北の人
たちは私に対してとてもフレンドリーで、歓迎して
くれます。芦北での多くの出会いを楽しみにしてい
ます！

　「はじめまして！」
　私の名前はジェニファー・クラファムです。ジェ
ンと呼んでください。私はイギリスのオックス
フォードから来ました。22 歳です。私は芦北の子
どもたちのためにまた、立派な教師になるためにベ
ストを尽くします。
　美しい町である芦北で働けることは大変幸運で
す。この町には美しいビーチがあり、山や田んぼは
私の国とは異なっていますが、自然豊かなイギリス
と同様に芦北町の風景は美しいです。芦北の人たち
はとてもフレンドリーでとても親切です。これから
多くの人々にお会いできることを楽しみにしていま
す。町で私を見たときは、気軽に私に声を掛けてく
ださいね。
　私の趣味は読書と映画です。また、屋内ロックク
ライミングをするのが好きです。私の好きな​​日本人

作家は村上春樹です。彼はイギリスでは非常に有名
です。私は日本にいる間、茶道や合気道のような、
日本の伝統的な活動をしようと楽しみにしていま
す。暇な時には、日本語を一生懸命勉強しています。
今はまだ日本語は全然分からないですが、芦北町の
全ての人と話したいです。
　日本食は全部おいしくて大好きです。特に刺身が
大好物です。
　この素敵な芦北町でこれから出会う全ての人たち
との出来事を楽しみにしています。そして ALT と
して芦北町で幸せに過ごせたらと思っています。

新しい ALT を紹介します

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
高
齢
者
福
祉
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２
）２
５
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１（
内
線
１
５
２
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～
災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
～

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
災
害
か
ら
守
る

トーマス  バットン

ジェニファー  クラファム

Thomas  Batten

Jennifer  Clapham

★
災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
と
は

　

広
域
的
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
公

的
支
援
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

自
ら
の
身
は
自
ら
守
る
「
自
助
」
が
基

本
で
す
が
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
「
共
助
」
に
よ
っ
て
地
域
ぐ
る

み
で
対
応
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。

　

こ
の
災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
は
、

災
害
が
起
き
た
と
き
、
手
助
け
（
援
助
）

を
必
要
と
す
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な

ど
を
、
区
、
自
主
防
災
組
織
、
民
生
委
員
、

近
所
の
人
な
ど
地
域
が
連
携
し
て
支
援
す

る
制
度
で
す
。

★
災
害
時
要
援
護
者
と
は

　

災
害
時
要
援
護
者
と
は
、
次
の
①
〜
④

に
該
当
す
る
人
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
災

害
時
に
お
い
て
自
力
で
ま
た
は
家
族
な
ど

の
同
居
者
と
一
緒
に
避
難
が
可
能
な
人

や
、
災
害
時
要
援
護
者
登
録
申
請
に
同
意

し
な
い
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

②
高
齢
者
の
み
の
世
帯

③
障
が
い
者
（
身
体
、
知
的
、
精
神
）

④
そ
の
他
一
人
で
は
避
難
が
困
難
な
人

★
地
域
支
援
者
と
は

　
「
地
域
支
援
者
」
と
し
て
一
番
望
ま
し

い
の
は
、
近
所
の
人
で
す
。
地
域
支
援
者

に
は
、
要
援
護
者
へ
の
日
頃
の
声
掛
け
や

災
害
が
起
き
た
と
き
の
安
否
確
認
、
避
難

の
手
助
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
災
害
時
に
は
、
地
域
支
援
者

も
被
災
者
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
地
域
支
援
者
は
、
自
ら
の
安
全

を
確
保
し
た
う
え
で
、
で
き
る
範
囲
で
支

援
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
支
援
活
動
に
つ

い
て
法
的
な
責
任
や
義
務
を
負
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
支
援
を
受
け
る
に
は

　

こ
の
制
度
を
利
用
し
た
い
人
は
、
事
前

登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
の
際
に
は
、
原

則
と
し
て
、
ご
近
所
の
人
な
ど
で
支
援
し

て
く
れ
る
人
（
地
域
支
援
者
）
を
１
人
以

平成 24 年度町民体育祭結果
● 

開
催
日　

８
月
12
日
㈰

● 

場
所　

交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　

 

湯
浦
運
動
公
園

 　

優
勝　

佐
敷
体
協
Ａ

 　

２
位　

佐
敷
体
協
Ｂ

● 

開
催
日　

８
月
19
日
㈰

● 

場
所　

し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム

　

 

優
勝　

佐
敷
体
協

　

 

２
位　

湯
浦
体
協 

　

 

３
位　

大
東
体
協

　

 

４
位　

田
浦
体
協

● 
開
催
日　

７
月
29
日
㈰

● 

場
所　

大
野
農
村
公
園

◎ 

男
子

 　

優
勝　

大
東
体
協　

 　

２
位　

佐
敷
体
協　

 
 　

３
位　

田
浦
体
協

 　

４
位　

湯
浦
体
協

◎ 

女
子

 　

優
勝　

大
東
体
協　

 　

２
位　

田
浦
体
協　

 
 　

３
位　

佐
敷
体
協

● 

開
催
日　

８
月
５
日
㈰

● 

場
所　

芦
北
町
営
温
泉
プ
ー
ル

 　

優
勝　

湯
浦
体
協　

 　

２
位　

大
東
体
協　

 
 　

３
位　

佐
敷
体
協　

 　

４
位　

田
浦
体
協

【
軟
式
野
球
大
会
】

【
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
】

【
水
泳
大
会
】

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
】
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芦
北
に
残
る
文
化
遺
産

平
生
雷
狂
言

　

先
月
行
わ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
、
芦
北
町
出
身
の
藤
井
瑞
希
選
手

が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
見
事

銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆

さ
ん
も
湯
浦
中
あ
る
い
は
テ
レ
ビ
の
前
で

応
援
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
今
回
は
そ
の
藤
井
瑞
希
選
手
の

出
身
地
、
湯
浦
の
平
生
（
ひ
ら
ば
え
）
に

伝
わ
る
雷
狂
言
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

平
生
雷
狂
言
は
、
雨
が
降
る
よ
う
祈
る

伝
統
行
事
で
、
約
２
０
０
年
前
に
鶴
田
熊

助
と
い
う
人
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
才
木
や
桑
原
か
ら
伝

（
芦
北
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　

昭
和
55
年
７
月
１
日
指
定
）

⑯

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

え
ら
れ
た
と
い
う
説
も
あ
り
、
詳
細
は
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
登
場
人
物
は
、
神
主

１
名
、
易
者
（
占
い
師
）
１
名
、
易
者
の

弟
子
１
名
、雷
様
１
名
、奏
者（
笛
・
太
鼓
）、

梵
天
棒
持
ち
、
幟
持
ち
が
数
名
と
な
っ
て

お
り
、
演
者
の
動
作
や
言
葉
の
や
り
取
り

が
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
の
が
特
徴
で
す
。

　

狂
言
の
流
れ
は
、
神
主
が
神
社
で
雨
乞

い
の
祈
願
を
し
て
い
る
と
き
に
、
易
者
と

そ
の
弟
子
が
現
わ
れ
、
神
主
が
ど
う
し
た

ら
雨
が
降
る
か
と
易
者
に
尋
ね
る
と
、
雷

様
に
針
を
刺
せ
ば
い
い
と
伝
え
ま
す
。
そ

こ
で
、
針
を
雷
様
に
向
け
て
刺
す
と
、
雷

様
が
天
か
ら
落
ち
て
き
て
雨
を
降
ら
す
と

い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

　

以
前
は
雨
が
必
要
な
田
植
え
の
時
期
な

ど
に
披
露
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
現

在
は
平
生
雷
狂
言
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
、

年
１
回
、
伝
承
教
室
を
平
生
公
民
館
で
実

施
し
て
、
伝
統
継
承
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
の
文
化
祭
で
も
３
年
に
１
回
く

ら
い
の
ペ
ー
ス
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
で
す
が
、い
よ
い
よ「
文

化
の
秋
」
で
す
。
今
年
も
佐
敷
城
跡
観
月

会
（
薪
能
）
を
は
じ
め
、芦
北
町
で
は
様
々

な
文
化
行
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

景け
い

さ
ん
の

芦
北
チ
ョ
ア
チ
ョ
ア
記

　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

ね
。
皆
さ
ん
は
今
年
の
夏
は
何
を
さ
れ

ま
し
た
か
。
私
は
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ

で
夏
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
韓

国
に
も
祭
り
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本
み

た
い
に
昔
か
ら
伝
わ
る
地
域
独
自
の
祭

り
は
少
な
い
の
で
、
韓
国
で
祭
り
に
参

加
す
る
機
会
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

今
年
の
夏
は
、
湯
の
香
ま
つ
り
や
さ

し
き
七
夕
ま
つ
り
で
芦
北
町
国
際
交
流

協
会
か
ら
出
店
し
、
ビ
ー
ル
や
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
の
販
売
を
行
い
、
芦
北
町
内
の

い
ろ
ん
な
祭
り
で
楽
し
い
思
い
出
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
湯
の
香
ま
つ
り
で
の

町
民
総
踊
り
は
、
一
番
楽
し
い
思
い
出

と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
去
年
は
参
加

で
き
な
か
っ
た
の
で
、
今
年
こ
そ
踊
る

ぞ
！　

と
思
い
な
が
ら
、
ハ
ッ
ピ
を
来

て
ウ
キ
ウ
キ
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
初

は
踊
り
方
が
わ
か
ら
な
く
て
戸
惑
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
踊
り
に
だ
ん

だ
ん
慣
れ
て
き
た
ら
す
ご
く
楽
し
く

な
っ
て
、
み
ん
な
で
盛
り
上
が
り
、
一

体
感
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
食
べ
物
や

子
ど
も
向
け
の
お
も
ち
ゃ
屋
な
ど
の
露

店
が
立
ち
並
び
、
周
り
は
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
い
、神
輿
パ
レ
ー
ド
を
見
た
り
、

和
太
鼓
の
リ
ズ
ム
で
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上

が
っ
た
り
、
み
ん
な
で
飲
ん
で
踊
っ
た

り
す
る
日
本
の
夏
祭
り
が
私
は
大
好
き

で
す
。
こ
う
い
う
夏
祭
り
こ
そ
日
本
独

特
の
文
化
で
あ
り
、
日
本
ら
し
さ
を
感

じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、
来
年
も
ぜ
ひ
一
緒
に
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

（
第
４
回
）▲湯の香まつりで浴衣ファッションショーに参加しました

▲ひょうきんな言動で観衆を笑わせる平生雷
　狂言保存会の皆さん

芦
北
町
国
際
交
流
員

李
充
景
（
イ
・
ユ
ン
ギ
ョ
ン
）

死
因
の
ト
ッ
プ
は
「
が
ん
」

　
「
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）」「
心
疾
患
」

「
脳
血
管
疾
患
」
は
三
大
死
因
と
言
わ
れ
、

人
口
動
態
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
人
の

死
因
の
半
分
以
上
を
こ
れ
ら
の
３
つ
が

占
め
て
い
ま
す
。
芦
北
町
に
お
い
て
も
、

平
成
22
年
度
の
死
因
順
位
は
、
１
位
「
悪

性
新
生
物
（
が
ん
）」（
20
・
４
％
）、
２

位
「
心
疾
患
」（
18
・
８
％
）、
３
位
「
脳

血
管
疾
患
」（
９
・
６
％
）
と
な
っ
て
お
り
、

５
人
に
１
人
は
「
が
ん
」
に
よ
り
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、｢

が
ん｣

に
よ
る
死
亡
を

減
ら
す
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、「
禁
煙
」
や
「
食

生
活
を
見
直
す
」
こ
と
で
「
が
ん
」
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
方
法
（
１
次
予

防
）
と
、「
が
ん
」
を
早
期
発
見
・
早
期

治
療
す
る
た
め
に
「
が
ん
検
診
を
受
け

る
」
方
法
（
２
次
予
防
）
が
あ
り
ま
す
。

早
期
発
見
で
治
る
可
能
性
大

　

が
ん
は
不
治
の
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
覚
症
状
の
な
い
段
階
で
早
期
発
見
す
る

こ
と
に
よ
り
、
が
ん
が
治
る
可
能
性
は
大

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

き
く
高
ま
り
ま
す
。
が
ん
検
診
で
早
期
発

見
さ
れ
た
場
合
と
、
自
覚
症
状
が
出
て

発
見
さ
れ
た
場
合
で
は
、
５
年
生
存
率

が
大
き
く
違
い
ま
す
。「
が
ん
」
の
進
行

度
合
い
を
示
す
病
期
（
ス
テ
ー
ジ
）
が

進
む
ほ
ど
５
年
生
存
率
は
下
が
り
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
１
の
段
階
で
早
期
発
見
し
、

早
期
治
療
を
行
っ
た
場
合
と
、
ス
テ
ー

ジ
４
で
発
見
さ
れ
治
療
し
た
場
合
で
は

生
存
率
に
80
％
以
上
の
差
が
あ
り
ま
す
。

「
が
ん
」
の
早
期
発
見
を
す
る
た
め
に
は
、

定
期
的
に
検
診
を
受
け
続
け
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

「
選
べ
る
が
ん
検
診
」
で
検
診

　

芦
北
町
で
は
、
今
年
も
「
選
べ
る
が

ん
検
診
」
を
実
施
し
ま
す
。
４
月
に
一

括
申
込
書
に
よ
り
受
診
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
し
た
が
、
ま
だ
申
し
込
み

が
で
き
ま
す
。
年
に
１
回
は
自
分
の
体

調
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

が
ん
検
診
は
、
進
行
の
速
さ
や
発
病

し
や
す
い
年
齢
に
よ
り
、
次
の
表
の
よ

う
に
受
診
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。「
選
べ
る
が
ん
検
診
」
は
、
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
に
関
係
な
く
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
対
象
年
齢
を

確
認
の
う
え
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

検診項目 対象年齢など 料金 内容

胃がん 40 歳以上 ９００円 バリウムを飲んで胃全体をエックス線で撮影

大腸がん 40 歳以上 ５００円 採便用の棒を便に刺して便をとり、２日分提出
便の中の血液量を検査

腹部超音波 20 歳以上 １，０００円 超音波を用いて体の内部（肝臓、腎臓、胆のう、すい臓など）
を検査

乳がん 20 歳以上女性 ６００円
超音波を用いて乳房の内部を検査
※ 40 歳以上の偶数年齢の人はマンモグラフィ検査の選択可
※マンモグラフィは乳房を挟んでエックス線で撮影

子宮頸がん 20 歳以上女性 ７００円 子宮頸部の細胞を採取し、異常細胞がないかを検査

骨粗しょう症 20 歳〜 70 歳女性 ７００円 ※ 20 歳〜 70 歳までの５歳ごとの節目年齢の人が対象

前立腺がん 40 歳以上男性 ５００円 血液中の前立腺特異抗原（ＰＳＡ）の値を検査

肺がん 40 歳以上 ４００円 肺全体をエックス線で撮影し、異常がないかを検査
問診により喀痰（かくたん）検査を実施（別途 900 円必要）

選べるがん検診

が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
せ
ん
か

＊問い合わせ先
　保健センター　☎（８６）０２００
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お 知 ら せ
　

　
田浦子育て支援センター  10 月の行事

※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用で
きます。一時保育も行っています。
◆センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
午前９時 30 分〜正午　午後２時 45 分〜午後５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎（８７）００３４

お 知 ら せ

　
無
料
調
停
相
談
会

　
障
害
者
職
業
能
力

　
開
発
訓
練
生
募
集

　

鹿
児
島
県
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で

は
、
障
害
者
に
対
し
て
、
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
知
識
・
技
能
を
習
得
し
て

も
ら
い
、
職
業
人
と
し
て
の
自
立
を
支
援

す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
訓
練
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

10
月
３
日
㈬

　
　
　
　
　
　

〜
11
月
16
日
㈮

▼
訓
練
科
目　

情
報
電
子
科
、
デ
ザ
イ
ン

　

熊
本
県
労
働
委
員
会
で
は
、
賃
金
カ
ッ

ト
や
解
雇
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
労
働
者
と
事

業
主
と
の
間
に
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
正
規
社
員
・
非
正

規
社
員
を
問
い
ま
せ
ん
。
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
・
派
遣
社
員
・
契
約
社
員
な
ど
ど

の
よ
う
な
就
労
形
態
の
人
で
も
利
用
可
能

で
す
。

　
「
話
し
合
い
に
応
じ
て
も
ら
え
な
い
」

「
な
る
べ
く
早
く
解
決
し
た
い
」
そ
ん
な

悩
み
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
簡
単
で
、
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。
費
用
は
一
切
か
か
り
ま

せ
ん
。

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
７
５
３

　
労
働
者
と
事
業
主
の
ト
ラ
ブ
ル

　
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す

▼
期
日　

10
月
27
日
㈯

▼
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

①
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ

ア
会
議
室
１
②
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
３
階
研
修
室

▼
相
談
内
容　

交
通
事
故
、
土
地
建
物
、

金
銭
賃
借
な
ど
民
事
一
般
や
夫
婦
、親
子
、

相
続
問
題
、
家
庭
の
問
題
な
ど

▼
相
談
担
当
者 

調
停
委
員（
民
事
、家
事
）

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

八
代
調
停
協
会（
八
代
簡
易
裁
判
所
内
）

　

☎
０
９
６
５
（
３
２
）
２
１
７
５

　
自
衛
官
募
集

【
看
護
学
生
（
一
次
）】

▼
申
込
期
限　

10
月
１
日
㈪

▼
試
験
日　
　

10
月
20
日
㈯

▼
試
験
会
場　

県
青
年
会
館（
熊
本
市
）

▼
受
験
資
格　

18
歳
（
高
卒
見
込
み
）

　
　
　
　
　
　

〜
24
歳
未
満

【
防
衛
大
学
校
（
一
般 

前
期
（
一
次
））】

▼
申
込
期
限　

10
月
１
日
㈪

▼
試
験
日　
　

11
月
10
日
㈯
、
11
日
㈰

▼
試
験
会
場　

熊
本
学
園
大
学

▼
受
験
資
格　

18
歳
（
高
卒
見
込
み
）

　
　
　
　
　
　

〜
21
歳
未
満

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
水
俣
地
域
事
務
所

　

☎
（
６
３
）
５
８
６
３

　
八
代
看
護
学
校
入
試

【
推
薦
・
社
会
人
入
試
】

▼
受
付
期
間　

11
月
５
日
㈪

　
　
　
　
　
　

〜
11
月
16
日
㈮

▼
試
験
日　
　

11
月
24
日
㈯

▼
受
験
資
格

○
推
薦　

高
校
卒
業
以
上
（
高
校
卒
業
後

２
年
以
内
の
人
）
ま
た
は
平
成
25
年
３
月

卒
業
見
込
み
の
人
。
５
教
科（
国
・
社
・
数
・

理
・
英
）
の
評
価
平
均
が
3.0
以
上
の
人
。

○
社
会
人　

中
学
卒
業
以
上
で
満
25
才
以

上
（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
、
25
歳
に

達
し
て
い
る
人
）。

▼
試
験
会
場　

八
代
看
護
学
校
講
堂

【
一
般
入
試
】

▼
受
付
期
間　

１
月
７
日
㈪

　
　
　
　
　
　

〜
１
月
18
日
㈮

▼
試
験
日　
　

１
月
26
日
㈯

県
環
境
セ
ン
タ
ー
10
月
の
イ
ベ
ン
ト

や
さ
し
き
ま
ち
の
灯
り
ア
ー
ト
展

【「
容
器
包
装
の
値
段
知
っ
て
い
ま
す
か
＆

エ
コ
バ
ッ
グ
」
展
】

　

レ
ジ
袋
や
食
品
ト
レ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
使
い
捨
て
容
器
の
値
段
や
環
境
に
つ
い

て
の
パ
ネ
ル
展
示

を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
事
前
に
募
集

し
た
手
作
り
の
す

て
き
な
エ
コ
バ
ッ

グ
を
展
示
し
ま
す
。
私
た
ち
を
取
り
巻
く

ご
み
問
題
や
省
資
源
、
消
費
行
動
に
つ
い

て
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
間　

10
月
９
日
㈫
ま
で

▼
場
所　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー
１
階

【「
環
境
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
展
】

　
「
地
球
や
地
域
で
起
き
て
い
る
環
境
問

題
」「
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
大
切
に
し

た
い
環
境
」「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

し
た
み
ら
い
の
町
」
な
ど
、
熊
本
県
内
の

小
学
生
が
日
頃
か
ら
環
境
に
つ
い
て
考
え

た
り
、
感
じ
た
り
し
て
い
る
こ
と
を
表
現

し
た
環
境
絵
画
を
展
示
し
ま
す
。

▼
期
間　

10
月
16
日
㈫
〜
11
月
27
日
㈫

▼
場
所　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー
１
階

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
６
２
）
２
０
０
０

　

今
年
で
11
回
目
を
数
え
る
「
や
さ
し
き

ま
ち
の
灯
り
ア
ー
ト
展
」
を
今
年
も
開
催

し
ま
す
。
今
年
は
津
軽
三
味
線
と
シ
ン
セ

サ
イ
ザ
ー
の
ユ
ニ
ッ
ト
「
出
―IZR

」（
い

ず
る
）
が
出
演
し
ま
す
。

　

昔
な
が
ら
の「
わ
り
ご
弁
当
」の
販
売
も

あ
り
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
13
日
㈯　

午
後
６
時
〜

▼
場
所　

薩
摩
街
道
佐
敷
宿
交
流
館
「
桝

屋
」

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

薩
摩
街
道
佐
敷
宿
交
流
館
「
桝
屋
」

　

☎
（
６
１
）
３
７
７
０

 ４日（火）
９日（火）
18日（木）
25日（木）
30日（火）

 どんぐり拾いに行こう
19日（金）リサイクルバザーの準備をしよう
クッキングを楽しもう（たこ焼き作り）
リサイクルバザー
身体測定・誕生会

〜

特
定
の
血
液
製
剤
に
よ
り
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

さ
れ
た
人
へ
、
給
付
金
の
お
知
ら
せ
で
す

　

出
産
や
手
術
に
お
け
る
大
量
出
血
な
ど
の
際
に
、
特
定
の
血
液
製
剤
を

投
与
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
れ
た
人
に
、

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
相
談
窓
口

☎
０
１
２
０
（
５
０
９
）
０
０
２
（
平
日
午
前
９
時
半
〜
午
後
６
時
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

厚
生
労
働
省

請求手続きは
平成 25 年１月 15 日まで

▼
受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
以
上
ま
た
は

平
成
25
年
３
月
中
学
校
卒
業
見
込
み
の

人
。

▼
試
験
会
場　

八
代
看
護
学
校
講
堂

※
願
書
や
出
願
方
法
に
つ
い
て
は
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

八
代
看
護
学
校
准
看
護
師
過
程

　

☎
０
９
６
５
（
３
４
）
５
５
７
３

　

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の
展
示
室
で
は
、

自
主
講
座
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

【
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
み
も
ざ
の
会
に
よ
る

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
】

▼
期
間　

９
月
27
日
㈭
〜
10
月
23
日
㈫

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

芦
北
町
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
８
２
）
２
２
１
３

　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　
展
示
室
案
内

　

夜
間
・
休
日
に
お
い
て
、
精
神
疾
患
が

あ
る
人
や
、
そ
の
ご
家
族
な
ど
か
ら
の
緊

急
的
な
精
神
医
療
相
談
を
電
話
で
受
け
付

け
ま
す
。　

▼
相
談
時
間　

　

休
日
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

夜
間
：
午
後
５
時
～
翌
日
午
前
９
時

▼
電
話
番
号　

　

０
９
６
（
３
８
５
）
９
９
３
９

※
平
日
の
昼
間
は
、
水
俣
保
健
所
☎

（
６
３
）
４
１
０
４
、
熊
本
県
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
６
（
３
８
６
）

１
１
６
６
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
障
が
い
者
支
援
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
３
４

　

通
常
は
１
隻
貸
し
切

り
で
乗
船
す
る
「
観
光

う
た
せ
船
」
で
す
が
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中

は
、
１
人
５
，
０
０
０

円
で
乗
船
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
体
験

さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
期
間　

10
月
21
日
㈰
ま
で
の
土
・
日
・

　
　
　
　

祝
日

▼
料
金　

５
，
０
０
０
円
／
人

　
（
小
学
生
未
満
は
２
，
５
０
０
円
／
人
）

▼
内
容　

①
底
引
き
網
体
験
②
新
鮮
な
食

材
を
使
っ
た
船
上
料
理
③
太
刀
魚
釣
り

※
収
穫
し
た
魚
な
ど
は
、
お
土
産
と
し
て

持
ち
帰
れ
ま
す
。

▼
注
意
事
項　

○
７
人
か
ら
の
出
航
と
な
り
ま
す
の
で
、

他
の
お
客
さ
ま
と
乗
り
合
い
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す 

○
５
日
前
ま
で
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す 

○
キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
、

２
日
前
は
30
％
、
１
日
前
は
50
％
、
当
日

１
０
０
％
と
な
り
ま
す 

○
第
２
土
曜
日

は
休
漁
日
の
た
め
休
み
で
す 

○
荒
天
の

場
合
は
欠
航
し
ま
す 

○
飲
み
物
は
お
申

し
込
み
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

芦
北
観
光
う
た
せ
船
組
合

　

☎
（
８
２
）
３
９
３
６

　
熊
本
県
精
神
科
救
急

　
情
報
セ
ン
タ
ー
が
開
設

製
版
科
、
建
築
設
計
科
、
義
肢
福
祉
用
具

科
、
Ｏ
Ａ
事
務
科
、
ア
パ
レ
ル
科
、
造
形

実
務
科

▼
応
募
資
格　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
保
持

者
（
手
帳
を
持
っ
て
な
い
人
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
）

▼
入
学
金
・
授
業
料　

無
料

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎
０
９
９
６
（
４
４
）
２
２
０
６

　
観
光
う
た
せ
船

　
秋
の
特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン



　　

15　広報あしきた 広報あしきた　14

　  氏　　名　　     死亡日       　 年齢　　　   区

山下　保男　　　 ８.　 ３　　　７４　　　米田
坂本　義治　　　 ８.　 ３　　　７６　　　塩浸
髙辻　絢子　　　 ８.　 ４　　　７４　　　田浦町１
福嶋　三善　　　 ８.　 ５　　　８０　　　白石
鬼　　繁子　　　 ８.　 ９　　　９８　　　田浦町２
齊藤　兎紀夫　　 ８. １１　　　８５　　　丸山
坂本　次人　　　 ８. １１　　　８８　　　大岩二
平生　シゲ子　　 ８. １４　　　８８　　　湯浦東
梶原　重義　　　 ８. １４　　　８８　　　八幡
深水　秀男　　　 ８. １６　　　９４　　　天月
窪田　利孟　　　 ８. １６　　　９３　　　乙千屋
白石　時子　　　 ８. １６　　　７２　　　白岩
谷口　義人　　　 ８. １６　　　９０　　　田川
尾川　政徳　　　 ８. １９　　　４８　　　大川内西
藤井　ヨシ子　　 ８. １９　　　８０　　　平生
高沢　ナツ子　　 ８. ２５　　　８１　　　小田浦２
柳迫　礼子　　　 ８. ２６　　　８３　　　湯浦北
杉村　孝一　　　 ８. ２８　　　６１　　　花岡西

　氏　　名　　 出生日  　 性別　  保護者　　  区

阪口　夏
か ほ

帆　　７．３１　    女　　智　功　  白岩

一田　瑚
こ な つ

夏　　８.　 １　　女　　貴　臣　  市野瀬

大矢　煌
あ る と

斗　　８．  ５　　男　　　聡　　  福浦

橋本　兆
ちょうじ

司　　８.　 ９　　男　　康　博　  向町

佐々木　尊
たかもり

盛　８. １４　　男　　征　司　  小田浦６

上村　一
いっしん

心　　８. １８　　男　　　光　　  田浦町１

山元　栞
し お り

凜　　８. ２１　　女　　良　一　  湯浦南

　

１９，６２２人
９，１６２人

１０，４６０人
７，０８１人

７，５８２世帯   

人　口
男
女

65 歳以上
世   帯   数

人口の動き（H24.9.1 現在）　（　）内は前月比

お 誕 生 お め で と う
H24.8.1 〜 8.31 受付分（敬称略）受付件数 7 件

※本町窓口に届出をした人で、承諾を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課秘書広報
　係までご連絡ください。

ご 冥 福 を お 祈りし ま す
H24.8.1 〜 8.31　受付分（敬称略）受付件数 20 件

※本町窓口に届出をした人で、掲載の承諾を得た人を掲載して
　います。

【
役
場
短
歌
会
】

ロ
ン
ド
ン
へ
届
け
と
ば
か
り
応
援
し
見
事
な
プ
レ
ー
歓
声
の
湧
く　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
浦　

裕
道

町
民
の
期
待
に
応
え
ロ
ン
ド
ン
に
努
力
の
結
晶
メ
ダ
ル
輝
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
口　

博
司

未
来
も
つ
子
等
へ
の
手
本
日に

ち
に
ち々

の
努
力
で
メ
ダ
ル
の
夢
実
現
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井　

哲
郎

積
年
の
思
い
叶
い
て
銀
メ
ダ
ル
藤
井
選
手
の
凱
旋
祝
う　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
川　

健
一

夜
明
け
ま
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
応
援
を
言
い
訳
に
し
て
切
ら
ぬ
エ
ア
コ
ン　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
下　

祐
一

短

歌

【町民講座】

「
な
で
し
こ
」

露
お
も
み
園
の
撫
子
い
か
な
ら
む

あ
ら
く
見
え
つ
る
夕
立
の
空　
（
西
行
の
句
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
田　

和
子

書道（かな）

　
【
田
浦
荘
短
歌
会
】

　

網
戸
ご
し
猫
が
戯

た
わ
む
る
蜩

ひ
ぐ
ら
しを
呆ほ

う

と
見
て
い
る
休
日
の
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
嶋　

俊
治

　

今
日
の
ひ
と
日
は
良
き
日
か
な
花
活
き
活
き
と
卓
上
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
浦　

悟

　

知
ら
ぬ
間
に
花
は
ひ
と
り
で
咲
い
て
い
る
好
き
な
と
こ
ろ
に
場
所
を
選
び
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

タ
ツ
子

　

夜
に
な
り
耳
を
す
ま
せ
ば
虫
の
声
か
す
か
に
聞
こ
ゆ
秋
が
来
て
い
る　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
村
ア
サ
子

　

七
夕
に
雨
降
ら
ぬ
よ
う
祈
り
ま
す
彦
星
さ
ま
と
の
一
度
の
逢お

う
せ瀬　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笹
原
ミ
サ
子

芦
北
警
察
署

芦
北
消
防
署

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番

☎（
８
２
）４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

編　

集　

後　

記

早
い
も
の
で
も
う
９
月
。
秋
と
な

り
ま
し
た
。
秋
と
言
え
ば
ス
ポ
ー

ツ
、
読
書
、
食
欲
と
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
▼
町
内
で
も
こ
れ
か

ら
運
動
会
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
表
紙

の
写
真
は
湯
浦
保
育
所
の
運
動
会

練
習
で
の
写
真
で
す
。
保
育
園
児

は
先
生
の
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
勝

手
な
行
動
ば
か
り
し
ま
す
。
そ
ん

な
園
児
を
指
導
す
る
先
生
た
ち
は

大
忙
し
。
先
生
に
「
子
ど
も
が
言

う
こ
と
聞
か
な
い
か
ら
大
変
で

す
ね
」
と
言
う
と
、「
あ
ら
、
寺

川
さ
ん
も
そ
げ
ん
あ
っ
た
と
で

し
ょ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
言
う

こ
と
聞
か
な
い
の
は
ど
う
か
と
思

い
ま
す
が
、
元
気
が
い
い
の
は
子

ど
も
の
特
権
。
運
動
会
で
元
気

い
っ
ぱ
い
の
姿
が
見
ら
れ
る
は
ず

で
す
▼
先
日
、
人
間
ド
ッ
ク
に
行

き
ま
し
た
。「
こ
れ
か
ら
食
事
と
運

動
に
か
な
り
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
」
と
厳
重
に
注
意
さ
れ
ま
し
た
。

早
め
に
予
防
す
れ
ば
未
然
に
防
げ

る
病
気
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

人
生
を
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
、

年
に
１
回
は
自
分
の
体
の
チ
ェ
ッ

ク
に
健
康
診
断
の
必
要
性
を
改
め

て
認
識
し
ま
し
た
。　　
　
（
寺
川
）

☎（
８
２
）３
１
１
０

（−１８）
　（−９）
　（−９）

（＋１２）
（＋１）

◆
オ
レ
オ
レ
詐
欺

　

警
察
官
や
銀
行
員
な
ど
を
装
い

　

暗
証
番
号
を
聞
き
出
し
キ
ャ
ッ

　

シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
る

◆
架
空
請
求
詐
欺

　
「
サ
イ
ト
利
用
料
金
が
未
納
」な

　

ど
の
不
安
に
さ
せ
る
メ
ー
ル
や

　

は
が
き
を
送
り
つ
け
、
利
用
料

　

金
名
目
で
現
金
を
だ
ま
し
取
る

◆
融
資
保
証
金
詐
欺

　

実
際
に
は
融
資
し
な
い
に
も
か

　

か
わ
ら
ず「
低
金
利
融
資
」な
ど

　

と
書
か
れ
た
は
が
き
な
ど
を
送

　

り
、
融
資
を
求
め
て
き
た
客
に

　

保
証
金
名
目
で
送
金
さ
せ
る

◆
還
付
金
等
詐
欺

　

役
所
な
ど
を
か
た
り
、「
税
金

　

の
過
払
い
分
を
還
付
す
る
」
な

　

ど
と
言
っ
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作

　

さ
せ
、
送
金
さ
せ
る

◆
株
な
ど
の
取
り
引
き
を
装
う
詐
欺

　

架
空
の
会
社
の
株
を
売
り
込
み

　
「
後
で
買
い
取
る
」な
ど
と
言
葉

　

巧
み
に
購
入
を
勧
め
、
購
入
代

　

金
名
目
で
お
金
を
騙
し
取
る

詐
欺
の
手
口

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に

・ 

警
察
官
な
ど
が
暗
証
番
号
を
聞

　

く
こ
と
は
な
い
の
で
暗
証
番
号

　

を
聞
か
れ
て
も
教
え
な
い

・ 

自
宅
を
訪
問
し
て
き
た
者
に
現

　

金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡

　

さ
な
い

・ 

家
族
の
間
で
合
言
葉
を
決
め
、

　

詐
欺
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
も

　

慌
て
な
い

・ 

身
に
覚
え
の
な
い
サ
イ
ト
の
利

　

用
料
金
は
支
払
わ
な
い

・「
融
資
す
る
」
な
ど
と
書
か
れ

　

た
は
が
き
が
届
い
た
ら
警
察
な

　

ど
に
連
絡
す
る

・
還
付
金
の
こ
と
で
電
話
が
あ
っ

　

た
ら
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
は
な
く
窓
口

　

に
行
く

＊
問
い
合
わ
せ
先
・
振
り
込
め
詐

　

欺
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

　

☎
０
９
６（
３
８
１
）２
５
６
７

救
急
車
は
適
正
に
利
用
し
て

救
え
る
命
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

救
急
車
は
み
ん
な
の
も
の
で
、

必
要
な
時
は
誰
で
も
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
、
芦
北
消
防
署

に
救
急
車
は
１
台
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
例
え
ば
、「
風
邪
を
ひ
い

た
」「
歯
が
痛
む
」「
突
き
指
を
し

た
」「
首
を
寝
違
え
た
」
な
ど
の

軽
い
ケ
ガ
や
、「
病
院
ま
で
の
交

通
手
段
が
な
い
」「
夜
間
や
祝
日

の
当
番
医
が
わ
か
ら
な
い
」
な
ど

の
緊
急
性
が
低
い
こ
と
で
救
急
車

を
利
用
し
て
し
ま
う
と
、
本
当
に

救
急
車
を
必
要
と
し
て
い
る
症
状

の
重
い
患
者
の
搬
送
が
遅
れ
て
し

ま
い
、
救
え
る
命
が
救
え
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

助
け
合
い
の
心
を
持
っ
て
、
救

急
車
の
適
正
な
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
１
１
９
番
通
報
す
る
時

は
慌
て
ず
、
正
確
な
情
報
を
伝
え

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

※
携
帯
電
話
で
も
１
１
９
番
通
報

　

で
き
ま
す
が
、
一
般
家
庭
用
電

　

話
で
通
報
さ
れ
た
方
が
発
信
地

　

の
特
定
が
し
や
す
く
出
動
が
早

　

く
で
き
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！



 

 

〒
869-5498　

熊
本

県
葦

北
郡

芦
北

町
大

字
芦

北
2015

☎
  0966-82-2511

／
FAX  0966-82-2893

http://w
w

w
.ashikita-t.kum

am
oto-sgn.jp

発
行

日
／

平
成

24
年

9
月

13
日

発
　

行
／

芦
北

町
　

　
編

集
／

総
務

課
２

０
１

２

９
月

　N
o.93

（
再

生
紙

使
用

）

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

◇
「
私
を
通
り
過
ぎ
た
風
」
展

　

○
期
間　

11
月
11
日
㈰
ま
で

　

○
休
館
日　
　

第
２
・
４
月
曜
日

　

○
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

星
野
富
弘
美
術
館

　

☎
（
８
６
）
１
６
０
０

　

朝
の
風
が
少
し
冷
た
か
っ
た
り
、
ト
ン
ボ
が
楽
し
そ

う
に
飛
ん
で
い
た
り
、
ふ
っ
と
秋
の
気
配
を
感
じ
る
日

が
増
え
ま
し
た
。
美
術
館
で
は
そ
ん
な
四
季
を
感
じ
る

展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
「
秋
」
を
感
じ
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▲「コスモス」1985 年

薩
摩
街
道
ふ
る
さ
と
湯
の
香
ぎ
ゃ
ら
り
ー

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
制
作
し
た
作
品
を
湯
浦
地
区
に
展

示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

陸上自衛隊　第８音楽隊演奏会

久保田 巧
たくみ

　バイオリン演奏会

プロフィール
東京都出身。ウィーン国立音楽大学卒。1984 年ミュンヘン国際コ
ンクールで日本人初優勝。桐朋学園大学准教授、国立音楽大学客員
教授、愛知県立芸術大学非常勤講師として後進の指導にあたるほか、
オリジナリティ溢れる子ども教育公演も好評を博している。

当日演奏曲目（予定）
モーツァルト：ソナタ ト長調 KV301
ベートーベン：ソナタ第５番「春」ヘ長調
シューベルト：菩提樹／セレナーデ／魔王／幻想曲ハ長調
クライスラー：メロディー／美しきロスマリン／
　　　　　　　愛の悲しみ／愛の喜び

日時　10月14日（日）
　　　開場　午後２時 30 分　開演　午後３時
場所　芦北町地域活性化センター

日時  ９月21日（金）

会場  しろやまスカイドーム

入場無料

午後１時 開演

入場無料

戦没者追悼式
日時  ９月 21 日（金）　  午前 10 時 30 分
会場  しろやまスカイドーム

＊問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係 ☎（８７）１１７１（内線１４５）

＊問い合わせ先　
　福祉課社会福祉係 ☎（８２）２５１１（内線１５１）


